
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

【 教科書】

【 参考資料】

毎回レ ジュ メ ・ 資料を 配布する。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する。

【 成績の評価方法・ 評価基準】

試験・ 課題　 90%　 試験と 課題を 総合的に評価する
平常点　 　 　 10%　 積極的な授業参加度、 授業態度によっ て評価する

到達目標
E

パソ コ ンやク ラ ウド ツー
ルの環境設定やカ スタ マ
イ ズを適切に行える能力

がある

パソ コ ンやク ラ ウド ツー
ルの環境設定やカ スタ マ
イ ズを適切に行える能力

がある

パソ コ ンやク ラ ウド ツー
ルの環境設定やカ スタ マ
イ ズを基本的に行える能

力がある

環境設定やカ スタ マイ ズ
が限定的であり 、 一部の

設定が難し い

環境設定やカ スタ マイ ズ
が不十分であり 、 適切な

環境を構築でき ない

到達目標
D

実際の業務で使用さ れて
いるツール（ 業務システ
ム、 アプリ ケーショ ンな
ど） を適切に操作でき る

能力がある

実際の業務で使用さ れて
いるツールを適切に操作

でき る能力がある

実際の業務で使用さ れて
いるツールを基本的に操

作でき る能力がある

業務ツールの操作が限定
的であり 、 一部の機能の

み操作でき る

業務ツールの操作が不十
分であり 、 実際の業務で

の操作が難し い

到達目標
C

イ ンタ ーネッ ト の基本的
な仕組みを理解し 、 ウェ
ブサイ ト の探索や情報収
集がスムーズに行える能

力がある

イ ンタ ーネッ ト の仕組み
を適切に理解し 、 ウェ ブ
サイ ト の探索や情報収集
が適切に行える能力があ

る

イ ンタ ーネッ ト の基本的
な仕組みを理解し 、 ウェ
ブサイ ト の探索や情報収
集が行える能力がある

イ ンタ ーネッ ト の仕組み
の理解が限定的であり 、
情報収集や探索が難し い

イ ンタ ーネッ ト の仕組み
の理解が不十分であり 、
情報収集や探索ができ な

い

到達目標
B

ク ラ ウド サービスなどの
I Tツールを効果的に活用
し 、 業務やタ スク を実行

でき る能力がある

I Tツールを適切に活用
し 、 業務やタ スク を実行

でき る能力がある

I Tツールを基本的に活用
し 、 業務やタ スク を実行

でき る能力がある

I Tツールの活用が限定的
であり 、 実行が難し い

I Tツールの活用が不十分
であり 、 業務やタ スク の

実行が困難である

よ い ふつう あと 少し 要努力

到達目標
A

コ ンピュ ータ の基本的な
操作（ 起動、 シャ ッ ト ダ
ウン、 フ ァ イ ル操作な

ど） をスムーズに行える

コ ンピュ ータ の基本的な
操作を適切に行える

コ ンピュ ータ の基本的な
操作を一部行える

コ ンピュ ータ の基本的な
操作が限定的であり 、 手

間取るこ と がある

コ ンピュ ータ の基本的な
操作が不十分であり 、 困

難を伴う こ と が多い

【 授業の注意点】

授業中の私語や受講態度などには厳し く 対応する。
理由のない遅刻や欠席は認めない。
また、 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は試験を 受験するこ と ができ ない。
授業の進捗状況により 、 内容が前後する場合がある。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レ ベル５ レ ベル４ レ ベル３ レ ベル2 レ ベル１

優れている

【 科目の目的】

こ の科目の目的は、 基本的なコ ンピュ ータ の操作から 始め、 ク ラ ウド サービスなどのI Tツールの活用方法を 実践
的に学び、 イ ンタ ーネッ ト の仕組みを 理解し 、 現実世界で使われているテク ノ ロジーを 体験するこ と を 通じ て、
学生のデジタ ルリ テラ シーを 高めるこ と です。

【 科目の概要】

こ の科目では、 基本的なコ ンピュ ータ 操作から 始め、 ク ラ ウド サービスや他のI Tツールの実際の活用方法を 学び
ます。 さ ら に、 イ ンタ ーネッ ト の基本的な仕組みやセキュ リ ティ の概念を 理解し 、 実際のウェ ブサイ ト やオンラ
イ ンアプリ ケーショ ンを 使用し て、 現実世界でのI T活用を 体験し ます。

【 到達目標】

コ ンピュ ータ 基本操作
I Tツールの実践的活用
イ ンタ ーネッ ト の仕組みと 活用
業務で使用さ れているツール操作
パソ コ ンと ク ラ ウド ツールの環境設定と カ スタ マイ ズ

単位数 1 種別※ 実習

担当教員 大野田　 和弘 教員の実務経験 有 実務経験の職種 法人代表

学科・ 学年 情報ビジネス科  1年次 必／選 選 時間数 30

科目名 Ｉ Ｃ Ｔ 活用２ 年度 2024

英語科目名 I nf or mat i on and Communi cat i on Technol ogy ut i l i zat i on 2 学期 後期
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自己評価： S： と ても よ く でき た、 A： よ く でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマン ス評価、 3. その他

３

I CT活用３ への準備

成果物の制作

15
授業振り 返り と 次

のステッ プ
授業内容を振り 返り 、 次

のステッ プを考える

授業の振り 返り 学んだ知識と スキルの振り 返り と 今後の展望

14
I CT活用実践プロ

ジェ ク ト

学んだ知識と スキルを活
用し て実践プロジェ ク ト

を行う

グループプロジェ ク ト の
実施

学んだ知識と スキルを実践的なプロジェ ク ト に適用する方法

３

３

YouTube

ポッ ド キャ スト の制作と
収益化

13
オンラ イ ンプレゼ
ンスと 個人ブラ ン

ディ ング

オンラ イ ンプレゼンスの
構築と 個人ブラ ンディ ン

グの方法を学ぶ

ソ ーシャ ルメ ディ アでの
プロフ ェ ッ ショ ナルなイ

オンラ イ ン上で自身のブラ ンド を築く 方法

12
オンラ イ ンコ ンテ
ンツ制作と マネタ

イ ズ

オンラ イ ンコ ンテンツの
制作と マネタ イ ズ方法を

学ぶ

ブログ オンラ イ ンコ ンテンツを制作し て収益化する方法

３

３

フ ィ ッ シング対策

プラ イ バシー保護の基本

自動化ツールの活用

11
オンラ イ ンセキュ
リ ティ と プラ イ バ

シー

オンラ イ ンセキュ リ ティ
と プラ イ バシーの重要性

を理解する

パスワード 管理 オンラ イ ンでのセキュ リ ティ 対策と プラ イ バシー保護の方法

10
ク ラ ウド サービス

の高度な活用
ク ラ ウド サービスの高度

な機能を学ぶ

オンラ イ ンデータ ベース
の作成

ク ラ ウド サービスの高度な機能を活用する方法

３

３

支払いシステムの導入

DNS

暗号化の基本

9
オンラ イ ンビジネ
スと 電子商取引

オンラ イ ンビジネスと 電
子商取引の基本を学ぶ

オンラ イ ンスト アの作成 オンラ イ ンビジネスを展開するための基本的なステッ プ

8

イ ンタ ーネッ ト の
仕組みと ネッ ト
ワーク セキュ リ

ティ

イ ンタ ーネッ ト の仕組み
と セキュ リ ティ の基本を

理解する

I Pアド レス イ ンタ ーネッ ト と セキュ リ ティ の基本的な理解

３

３

ユーザビリ ティ の基本

テキスト と 画像の配置

7
ウェ ブサイ ト のデ
ザイ ンと ユーザー
エク スペリ エンス

ウェ ブサイ ト のデザイ ン
と ユーザーエク スペリ エ

ンスを考える

レスポンシブデザイ ン
ユーザーに優れた体験を提供するウェ ブサイ ト のデザイ ン方

法

6
ウェ ブサイ ト の基

本構築
ウェ ブサイ ト の基本的な

構築方法を学ぶ

HTMLと CSSの基本 シンプルなウェ ブサイ ト の構築方法

３

３

オンラ イ ン広告の基本

データ の解析と グラ フ 化

5

オンラ イ ンマーケ
ティ ングと ソ ー

シャ ルメ ディ ア活
用

オンラ イ ンマーケティ ン
グと ソ ーシャ ルメ ディ ア

の活用法を学ぶ

ソ ーシャ ルメ ディ アの戦
略

ソ ーシャ ルメ ディ アをビジネスに活用する方法

4
データ 可視化と グ

ラ フ の活用
データ の可視化と グラ フ

の活用方法を学ぶ

グラ フ の種類 データ を効果的に可視化する方法

３

３

動画の挿入

共有フ ォ ルダの活用

3
デジタ ルプレゼン
テーショ ンの高度

な制作

デジタ ルプレゼンテー
ショ ンの高度な制作方法

を学ぶ

イ ンフ ォ グラ フ ィ ッ ク の
作成

効果的なデジタ ルプレゼンテーショ ンの制作方法

2
ク ラ ウド ベースの
コ ラ ボレーショ ン

ク ラ ウド ベースのツール
を使用し たコ ラ ボレー

ショ ン方法を学ぶ

Googl e ド キュ メ ント の
共同編集

ク ラ ウド ベースのツールを使っ たチームワーク

３

３

実践的なケーススタ ディ

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1
I CT活用の応用と 実

践
I CTの応用と 実践的な活

用方法を学ぶ

I CTのビジネスへの応用
例

I CTを実践的に活用する方法

科目名 Ｉ Ｔ 技術２ 年度 2024

英語表記 学期
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